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名
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平成２５年度中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業に係る
交付決定通知書右上の番号及び日付を記載

補助事業遂行状況報告書
平成２６年○月○日付け○○発第○○号をもって交付決定された上記の補助事業の遂行状況について、中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業に係る補助金交付規程第１２条の規定に基づき下記のとおり報告します。
記

１．事業計画名
建築機械用機械系部品における鋳造一体成型品の試作開発

連携体申請の場合は、各事業者の実施状況が分かるように記載する。
２．補助事業の実施状況
（１）補助事業の実施状況 
本補助事業では、既存製品の建設産業機械向け機械系部品における構成部品数の削減を図ること及び 新分野等への進出を図ることを目的として、鋳造の一体成形技術を高度化させる試作開発及び設備投資 を実施する。
 試作開発の実施状況 現在までに目的を達成するための条件を満たす最適材料の選定、各種加工条件のシミュレーション、形状設計を行って、鋳造の５点から成る部品を４点に削減する一体成形加工の試作品が完成した。
　　今後の取組概要を記述。
今後は試作品の各種性能評価試験を行い、必要に応じて改良を加えていく。また、生産性向上分析に
よる効果検証を行って、試作品を既存取引メーカー、取引のない複数メーカーに無償で貸与し、評価に
関する情報を収集
実施スケジュールについては、当初の計画より１ヶ月以上遅れている。
理由として、△△部分の形状仕様変更が多々発生し、開発品の仕様の決定が遅れたため、設計の完了も遅れた。
動作テスト後、○○部分が変更になる可能性があり、その場合■■の形状が変更になる事が予想され る為、開発に遅れが生じている。
今後の対策としては、○○部分のテスト結果を設計へフィードバックし、試作品の開発に活かす。
（２）補助事業の進捗状況
＜現在までに取り組んだ内容＞

 

１．現状解析及び最適素材の選定（●月●日～△月△日）
２．□□□装置等の導入

　　・□□□装置　　発注：●月●日　　納品：△月△日　　支払：△月△日
　　・×××装置　　発注：●月●日　　納品：△月△日　　支払：△月△日（予定）
２．形状・接合・加工条件シミュレーション（●月●日～△月△日）
３．試作、設計へのフィードバック（○月中旬）
４．各種検討結果から、最適な一体成形及び成形加工の実施（○月中旬～○月下旬）

＜今後取り組む内容＞ 
１．簡易試験の実施（○月下旬）
２．生産性向上分析、安全性分析（○月下旬）
３．試作品の実用化が寄与するユーザー、マーケットの選定（○月中旬～■月上旬）

３．経費の支出状況
　  別紙のとおり
様式第５の別紙
経費支出明細表

＜経費明細総括表＞
（単位：円）

	申請者名
	補助金 交付決定額
	A
	B
	B×2/3 以内

	
	
	補助事業に要した経費
	補助対象

経費
	補助金の額

	
	
	（税込み）
	（税抜き）
	（税抜き）
	（税抜き）

	株式会社△△△△
	6,504,251
	6,677,940
	6,252,500
	6,252,500
	4,168,329

	
	
	
	
	
	

	合
	計
	6,504,251
	6,677,940
	6,252,500
	6,252,500
	4,168,329


＜経費明細表＞
（事業者名：株式会社△△△△ ）
	経費区分
	補助金 交付決定額
	A
	B
	B×2/3 以内
	積算基礎（A：税込み）

	
	
	補助事業に要した経費
	補助対象経費

（税抜き）
	補助金の額

（税抜き）
	

	
	
	（税込み）
	（税抜き）
	
	
	

	原材料費
	800,000
	756,000
	700,000
	700,000
	466,666
	材料 A 50kg×@3,240 円（税込）

	
	
	
	
	
	
	162,000 円

	
	
	
	
	
	
	材料 B 100kg×@1,620 円（税込）

	
	
	
	
	
	
	162,000 円

	
	
	
	
	
	
	材料 C 200kg×@2,160 円（税込）

	
	
	
	
	
	
	432,000 円

	機械装置費
	2,166,666
	2,700,000
	2,500,000
	2,500,000
	1,666,666
	○○自動機 ○○-A001

	
	
	
	
	
	
	1 台 2,700,000 円（税込）

	直接人件費
	1,269,333
	934,500
	934,500
	934,500
	623,000
	創家太郎

@2,250 円×100 時間＝225,000 円

茂野作太郎

@3,000 円×150 時間＝450,000 円

内出作造

@1,670 円×100 時間＝167,000 円

外出 開

@1,850 円×50 時間＝92,500 円

	技術導入費
	634,920
	449,820
	416,500
	416,500
	277,666
	一体成形加工技術指導（■■氏）

	委託費
	466,666
	756,000
	700,000
	700,000
	466,666
	××評価試験（○○技術センター）

	知的財産権等関連経費
	500,000
	540,000
	500,000
	500,000
	333,333
	△△技術、※※技術の申請（◆◆特許事務所）

	専門家謝金
	533,333
	449,820
	416,500
	416,500
	277,666
	▼▼氏 ※※に関する指導

	専門家旅費
	133,333
	91,800
	85,000
	85,000
	56,666
	▼▼氏 指導に関する移動

（東京⇔○○）

	合 計
	6,504,251
	6,677,940
	6,252,500
	6,252,500
	4,168,329
	


※
小数点以下切り捨て
受付番号：１２３４５６７８９０





地域事務局から指示のあった提出期限まで





連携体申請の場合は、連名で提出








㊞印





補助事業の概要を記述（計画変更申請を行っ た場合は、その内容も反映させる）。





これまでの取組状況を記述（計画変更申請を行っ た場合は、その内容も反映させる）。





スケジュール遅延等がある場合には、遅延理由等を記述。





交付申請書「５．事業の具体的な内容 その１：試作品・ 新サービスの開発や設備投資の具体的な取組内容」に記 載した内容のうち、現在までに取り組んだ内容や機械装置の導入状況を記述（計画変更申請を行った場合は、その内容も反映させる）。





交付申請書「５．事業の具体的な内容 その１：試作品・ 新サービスの開発や設備投資の具体的な取組内容」に記 載した内容のうち、今後取り組む内容や機械装置の導入予定を記述（計画変更 申請を行った場合は、その内容も反映させる）。





遂行状況報告書提出日時点で、支払いが完了している内容について、 経費明細表に記載。





連携体申請の場合は、各事業者毎に 記載する。









